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v  閉じ込め改善モードへの遷移現象おいて、イオン粘性が　　
重要な役割を担うと新古典理論より予測されている 
ü  駆動力がイオン粘性の極大値を超えると、ポロイダルマッハ数が

急激に増大して異常輸送を低減する 
ü  イオン圧力で規格化したイオン粘性は主に磁場のリップル構造

で決定する 
v  東北大学ヘリアック装置では、駆動力を制御可能な電極　　

バイアス実験によってイオン粘性の役割を検証してきた 
v  イオン圧力による規格化の効果を検証するため、新たにAr

プラズマにおける規格化した駆動力とポロイダルマッハ数の
関係を評価し、先行研究のHeプラズマの結果と比較する 

実験結果	

v  電極電流IEをランプアップ・ランプダウンしたところ ~ 1 A にて
電子密度neが急激に変化し、履歴特性を観測した(右上図) 

v  規格化した駆動力IE/neTiとポロイダルマッハ数Mpの関係を
ArとHeで比較(右下図)したところ、Mp が 4 - 6 程度を境に2
群に分離しておりイオン粘性の遷移を観測した 

v  ArとHeの規格化した駆動力(イオン粘性 + 摩擦)は ~ 6 倍    
異なっており、摩擦の影響等を除去することが必要である 

0.00

0.05

0.10

0.15
Ar

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8

He

M
p

I E/n
eT

i [1
0-1

8  A
 e

V-1
 m

3 ]

Pn = 1.3 mPa	

Pn = 13 mPa	

0
1
2
3
4
5
6

0 1 2 3 4

n e [1
018

 m
-3

] Ar,  ρ ~ 0.4

I
E
 [A]


